
科目分類 一般教養科目 人間と社会 開講時期 1年 前期 

科目名 言語と表現 

選択/必修 選択 単位数（時間数） 2単位 30時間 授業形態 講義 

担当教員 宮本 和歌子 

メールアドレス mwakako-sasameyuki@hotmail.co.jp オフィスアワー 授業の前後 

 

授業目的 

・文学作品について一つのテーマが作品内に採択されるに至った背景を考

え、比喩的表現を他の学問分野を通じて掘り下げ、単なる鑑賞とは異なる深

い作品理解を体験する。 

・私たちが日常的に使用する日本語に極めて近い文章で書かれた近現代文

学でも、連続した歴史や文化の上に成立していることを知る。 

 

授業概要 

昭和 4年（1929）から翌昭和 5年（1930）に発表された江戸川乱歩の長編

小説「孤島の鬼」を読み進めていく。恋愛小説、探偵小説、冒険小説など多

様な要素に加え男性の同性愛要素も含まれることからその方面からの関心

を惹くことが多い作品であるが、内気で幼稚だった主人公の青年が苦境か

ら生還し自立した大人となるまでが真のテーマである。同様のテーマは昔

話にもよく見られるものであるが、有名な昔話との比較を適宜行いながら、

こうした作品が書かれた社会的背景について学ぶ。 

授業計画 

１．ガイダンス 授業の進め方、予習復習の仕方 

２．江戸川乱歩という作家について  

３．「孤島の鬼」の概要 

４．「孤島の鬼」の主要登場人物について 

５．「孤島の鬼」の特徴を把握する  

６．「孤島の鬼」の主要登場人物の特性 

７．「孤島の鬼」に見られる二項対立 

８．「孤島の鬼」を理解する① 幼い主人公 

９．「孤島の鬼」を理解する② 主人公の成長 

10.「孤島の鬼」の昔話的要素 

11.「孤島の鬼」と昔話 

12.「孤島の鬼」を読み解く 

13.「孤島の鬼」と青年の成長 

14.「孤島の鬼」に描かれた父子 

15.まとめとレポート        

      

教材 

参考文献等 

江戸川乱歩全集第 4 巻 「孤島の鬼」 光文社 ２００3 年 江戸川乱歩「孤

島の鬼」が収録されていれば他の出版社の書籍でも可。 



成績評価 

基準・方法 

期末課題 70％、小課題 30％ 

試験はレポート形式を予定している。また、毎回授業の終わりにリフレクシ

ョンペーパーの提出を求める。 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 

・事前に指定された作品を熟読し、必ず予習した上で受講すること。 

・100年近く前に書かれた小説であるため、わからない語や事物が作中に登

場した場合はできる限り自分で調べておくことが望ましい。どうしてもわ

からなければ遠慮なく質問すること。 

・授業計画はあくまでも計画であり、受講生の理解度や関心の方向に応じ

て柔軟に変更する可能性がある。 

 

 


